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８/８  おこづかい講座 

令和６年 9 月１５日 編集発行：雲仙市教育委員会吾妻駐在(℡：38-3108) 

【おしゃれアップ講座 ①・②】 

回 覧 吾妻町ふるさと会館だより 

市民講座ＵＮＺＥＮ 

８/22  ミニトランポ  

月号 

2024 

８/27  お菓子づくり 

▲「これなら自宅でも続けることができそう！」との感想も 

夏休みこども教室  今年もたくさんの子どもたちが参加してくれました！ 

▲おもちゃ達は、ドクターの技術ですべてよみがえりました！ 

開催しました！  

第 1 回目(7/24)は【手足のマッサージ＆ケア】、 

第 2 回目(8/7)は、【フェイスマッサージ＆ケア】を開催。

笑いあり、ためになる話ありで、楽しく充実した時間と 

なり、みなさんリフレッシュされている様子でした。 

時間となりました。 

【おもちゃ病院 in 吾妻町ふるさと会館】 

▲前半は、お金についての勉強。 

後半は、お金が消える！？不思議な 

しかけの貯金箱を作りました。 

移動図書  運行表 
9月26日(木)

鶴田小学校

12:55～13:35

　吾妻体育館

15:00～15:20

多機能型事業所
ななつの風

15:50～16:20

10月２日(水) 10月9日(水) 10月11日(水)

川床小学校 うせん辻幼稚園 大塚小学校

13:15～13:55 13:50～14:10 12:55～13:35

大福寺こども園
養護老人ホーム

吾妻荘
和光幼児園

14:10～14:30 14:20～14:40 13:50～14:10

９月 6 日(金)に「おもちゃ病院」を開催しました。 
壊れたおもちゃを診察・修理していただきました。 
「子どもたちに、物を大切にする心を育んでほしい。」
との想いで活動されています。 

▲「音楽に合わせて、いろんな動き

をするのが楽しかった～♪」と元気

いっぱいの子どもたちでした。 

おもちゃドクターがやってきた！ 

▲「二人で協力して混ぜたり、卵を

割ったりして楽しかったです�」と、 

片付けまでしっかり出来ていました！ 

子どもたちの健やかな心を育て

るために、県民運動である  

『ココロねっこ運動』を推進し、

大人のあり方を見直しみんなで

子どものここを育てましょう。 

 

大人みんなで子どもの 
こころを育てましょう  



 

 

 

 

 

 
 

こころをつなぐ 明日をつなぐ 家族の真ん中に 家読-うちどく- 

家読（うちどく）とは、家族みんなが顔をそろえ読書を通じて家族のきずなや読書習慣を

深めていく活動です。まずは、一冊の絵本から。図書館・図書室も応援しています。 

毎月、「おはなしの会くれよん」によるおはなし 

会が開催されています。 

絵本やパネルシアターなど楽しいおはなしが 

満載です。どなたでもどうぞ！ 

９月２８日（土）午後２時～２時３０分 

吾妻町ふるさと会館 １階和室 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

子どもたちと触れ合いながら、一緒に読み語り 

などを行ってくださる方を募集しています。 

代表：前田美恵子（℡:0957-38-6621） 

【開室時間】10：00～18：00  

【貸 出】本…１人 10 冊 2 週間 ビデオ・DVD・CD…１人 3 本 1 週間 

●『もどき友成（助太刀稼業 2）』 

佐伯 泰英/著（歴史・時代小説） 

●『一場の夢と消え』 

松井 今朝子/著（歴史・時代小説） 

●『鹿鳴館の花は散らず』 

植松 三十里/著（歴史・時代小説） 

●『左太夫伝』   佐々木 譲/著（歴史・時代小説） 

●『異国船のマリア』  長谷川 聡/著（日本の小説） 

●『鷹の飛翔』    堂場 瞬一/著（推理・ミステリー） 

●『嘘か真言か』五十嵐 律人/著（推理・ミステリー） 

●『全員犯人、だけど被害者、しかも探偵』  

 下村 敦史/著（推理・ミステリー） 

●『ナゾトキ・ジパング HANABI』 

青柳 碧人/著（推理・ミステリー） 

●『あの星が降る丘で、君とまた出会いたい。』 

汐見 夏衛 /著（日本の小説） 

●『灯』              乾 ルカ/著（日本の小説） 

●『母であり、妻であり』 

妹尾 直樹/著（日本の小説） 

●『大きな玉ねぎの下で』 

中村 航/著（日本の小説） 

●『こころは今日も旅をする』 

五木 寛之/著（エッセイ） 

●『92 歳、毎日楽しく老いてます』   

鈴木 比佐雄/編（詩歌） 

●『広島・長崎・沖縄からの永遠平和詩歌集』 

藤井 英子/著（人生訓・人間関係・恋愛） 

●『お気らくお手がる着物リメイク』 

EMI 工房エミ/著（医学（一般）） 

                      

                      

                「親の認知症に気づいたら読む本」 

杉山 孝博/監修,主婦の友社/編（医学（一般）） 

親が認知症ではないかと思ったとき、子どもはどう

すればいいのか? 親はどんな気持ちなのか? 認知

症を医療の面から説明し、上手に親を受診させるコ

ツや、認知症と診断されたらすべきこと、かかわり

方のヒントなどを紹介。 


